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現計画の将来像

将来像見直しの背景

●現計画策定から5年が経過する中、枚方市の交通を取り巻く環境が大きく変化
（1）コロナ禍による生活様式の変化 （２）運転手不足の顕在化 （3）ｶーﾎﾞﾝﾆｭ－ﾄﾗﾙ推進気運の向上
（4）デジタル技術の進化（DX） など
●国や府が、今後の交通の在り方について方向性を提示
・国土交通省：2020年6月 「2040年道路の景色がかわる」
・大阪府：2023年4月「大阪における総合的な交通の在り方」等

今後の社会情勢等の変化を展望・対応しながら、市総合計画に掲げる「枚方市がめざすまちの姿」の実現を支え
るために、交通分野が目指す将来像を次の視点のもとに設定

現計画の将来像
「枚方市都市計画マスタープラン」で示された
都市構造を踏まえ、広域中心拠点の枚方市駅や
広域拠点の樟葉駅、長尾駅、枚方公園駅、地区拠
点の光善寺駅など都市拠点周辺において、回遊
性と賑わい、愛着がもてる交通環境整備を推進
します。
また、これらの都市拠点と市域の居住地域を結
ぶ公共交通サービスを充実させるために、主要
なバス路線の交通サービスを強化し、バス路線
の再編などの検討を行うとともに、公共交通不
便地域については、行政、交通事業者、市民など
が連携し多様な交通手段の確保に取り組みます。

４
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視点① 想定される社会情勢の変化に柔軟に対応
今後予測される社会情勢の変化に対応しながら、「枚方市総合計画」に掲げるめ
ざすべきまちの将来像の実現を支える総合的な交通環境を整備

枚方市総合計画（5つの基本目標）

健やかに生きがい
を持って暮らせる
まち

一人ひとりの成長
を支え豊かな心を
育むまち

地域資源を生かし
人々が集い活力が
みなぎるまち

安全で利便性の高
いまち

自然と共生し、美
しい環境を守り育
てるまち

誰もが自由
に移動、交流、
社会参加で
きる社会

国
・大
阪
府
の
目
指
す
持
続
可
能
な
社
会
の
姿

世界と人・モ
ノ・サービス
が行き交うこ
とで活力を
生み出す社

会

国土の災害
脆弱性とイン
フラ老朽化を
克服した安全
安心して暮ら
せる社会

【賑わい・活力】
を支える交通

【安全・安心でグ
リーン】な交通

社
会
情
勢
（背
景
）

人口減少、少子・
高齢化の進展

運転手不足の顕
在化

ウォーカブルなま
ちづくりへのニー
ズの高まり

災害や気候変動、
インフラの老朽化

2050年カーボ
ンニュートラルの

実現

自動運転等 新たなモビリティ データ連携等のDX関連技術

新たな技術の開発・普及

想定されている社会の姿
（国・大阪府）

道路
●2020年６月、国交省は
「2040 年、道路の景色が変
わる」を公表。「持続可能な
社会の姿」を掲げている。

環境
●2050年のカーボンニュート
ラル実現に向けた数値目標

自動運転
●全国各地域で高齢者等が自
由に移動できる社会の実現
は2026年以降と整理。

国

●2023.4 大阪における
総合的な交通の在り方

大阪府

視点② 将来都市構造の実現を支える

視点③ 地域区分による将来像の明確化

枚方市立地適正化計画に掲げる「コンパクト・プラス・ネットワーク」の集約型都市構造の
計画的な実現を支える総合的な交通環境を整備

地域特性や交通特性を踏まえた施策展開を図るため、地域区分に応じた将来像を新たに
設定し、区分に応じた施策を紐づける

見直しの視点

【快適】な移動を
支える交通



地域毎の特性に応じて多様な移動手段を選択・

組み合わせて快適に移動できる交通環境の整備

に取り組む

都市拠点〈都市計画マスタープランの拠点〉

賑わい・活力ある拠点の形成を支える

交通環境の形成

生活交流軸〈鉄道沿線及び主要バス路線沿道〉

快適・便利に都市拠点間や生活圏域から

移動できる交通環境の形成

生活圏域〈立地適正化計画の居住誘導区域

及び居住環境保全区域〉

拠点や公共交通にアクセスしやすい

交通環境の形成

①将来像について

6

枚方の安全・安心と元気を支える誰もが外出しやすく持続可能でグリーンな交通

地域区分別将来像

全体将来像

地域区分 イメージ図

国土・広域幹線道路

幹線道路等
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②現状の整理 －枚方市の概況－

○本市は、大阪府の北東部に位置し、2府県（京都府、奈良県）、7市町（寝屋川市、交野市、高槻市、

島本町、京都府京田辺市、京都府八幡市、奈良県生駒市）と隣接しています。
○市域は、東西約12㎞、南北約8.7㎞であり、総面積は約65.12㎢となっています。

東に山地、北と南に丘陵があり、起伏のある地域となっています。

国土数値情報 標高・傾斜度5次メッシュより



②現状の整理 －分類－

枚方市の現状に関する調査
分類毎に整理

調査項目 調査内容 調査方法

現
状
把
握

最
新
デ
ー
タ
分
析

枚方市の交通を取り巻く現
状

道路整備状況、公共交通の整備状況、人口な
ど計画策定の基礎となるデータを整理

全国道路・街路交通
情勢調査結果（R３）、
枚方市将来人口推計
調査結果（R５）、枚
方市統計書等

枚方市内の主な移動手段
や移動の目的

市内の地区別の主な移動手段、移動の目的
についての現状把握及び平成27年度から
の変化把握

パーソントリップ調
査結果（R3）等

現
状
把
握
と
施
策
の
方
向
性
の
検
討

意
見
交
換

枚方市の交通に関する施
策の実施状況

枚方市の各部局が実施している交通に関す
る施策の実施状況や課題について把握

庁内関係部局への意
見交換

公共交通の運行に関する
課題

公共交通の利用状況、運営に関する課題、交
通施策に関する枚方市への要望を把握

交通事業者意見交換

移動手段の状況や課題
市内の移動手段の世代や地域等での移動の
現状と課題の把握

庁内関係部局への意
見交換、地域包括支
援センター、PTA協
議会、大規模事業所
等との意見交換

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

地域の移動手段と課題 地域での輸送と課題の把握
校区コミュニティ協
議会への調査

枚方市内に在住、在職又は
在学等する方への交通環
境に対する意識

市民の公共交通に対する意識、
移動の実態及やニーズについて把握

市民アンケート調査

○本市の現状について以下の調査に基づき、分類毎に整理を実施。

分類①
【人口動向】

分類②
【交通需要動向】

分類③
【交通環境変化】

分類④
【道路環境整備・
まちづくり】

分類⑤
【市民ニーズ】
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✓ 本市の人口は令和4年で約39万人。緩やかな減少傾向が続いている。
✓ 総人口に占める高齢者の割合が増加傾向。
✓ 平成2５年以降、20～44歳の夫婦世帯は転入超過が続いている
✓ 0～14歳の転入超過人口は全国で15位。府内では最多

20～44歳の夫婦世帯の社会動態の変化

出典：枚方市住民基本台帳

高齢者の割合が増加傾向。若者・夫婦世帯が継続的に転入超過。

枚方市の総人口

分類① 【人口動向】
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平成25年平成26年平成27年平成28年平成29年平成30年令和元年令和２年令和３年令和４年

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

(世帯)（世帯）

転出 転入 社会増減

若い世帯の転入超過が続いている

出典：枚方市統計書（各年10月1日現在）

出典：総務省統計局

0～14歳の転入超過の多い上位20市町村（2022年）

順位 市町村 都道府県
転入超過
数（人）

順位 市町村 都道府県
転入超過
数（人）

1 さいたま市 埼玉県 1,520 11 糸島市 福岡県 424

2 町田市 東京都 948 12 奈良県 奈良県 413

3 つくば市 茨城県 766 13 小平市 東京都 408

4 流山市 千葉県 758 14 明石市 兵庫県 406

5 印西市 千葉県 713 15 枚方市 大阪府 384

6 八王子市 東京都 668 16 江別市 北海道 376

7 藤沢市 神奈川県 622 17  箕面市 大阪府 327

8 柏市 千葉県 580 18 千葉市 千葉県 313

9 札幌市 北海道 555 19 合志市 熊本県 289

10 茅ヶ崎市 神奈川県 463 20 上尾市 埼玉県 277

全国15位で大阪府内では１位

13.9%
55,812

13.7%
54,668

13.4%
53,516

13.2%
52,529

13.0%
51,751

12.8%
50,695

12.6%
49,904

12.5%
48,853

12.3%
47,978

12.1%
46,907

62.7%
251,601

61.7%
247,786

61.0%
244,714

60.4%
242,340

59.9%
240,164

59.6%
238,553

59.4%
236,579

59.2%
235,011

59.1%
234,760

59.1%
233,916

23.4%
100,625

24.7%
104,000

25.6%
107,016

26.4%
109,455

27.1%
111,148

27.6%
112,311

28.0%
113,445

28.4%
114,053

28.7%
114,216

28.8%
114,067

408,038 406,454 405,246 404,324 403,063 401,559 399,928 397,917 396,954 394,890

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

平成26年平成27年平成28年平成29年平成30年令和元年令和２年令和３年令和４年令和5年

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

（人） 年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）
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将来人口推計 今後の人口減少率（令和5年比）

✓令和35年（2053年）では人口約３0万6千人程度と今後更なる人口減少を予測
✓特に東部地域においては、人口減少・高齢化が進むと予測される。

高齢者人口の割合の変化

分類① 【人口動向】

令和35年（2053年）

令和5年（2023年） 令和35年（2053年）

令和17年（2035年）

今後更なる人口減少、高齢化が進むと予測される

出典：枚方市将来人口推計調査報告書（R5.11）
※ケース４（出生低位、社会移動の推移同行を見込む）

出典：枚方市将来人口推計調査報告書（R5.11）
※ケース４（出生低位、社会移動の推移同行を見込む）

出典：枚方市将来人口推計調査報告書（R5.11）
※ケース４（出生低位、社会移動の推移同行を見込む）

12.0%
47,378

10.6%
40,933

9.4%
35,373

8.7%
31,559

8.9%
30,537

8.9%
28,896

8.6%
26,476

59.2%
234,012

58.4%
226,459 56.9%

213,630 53.5%
192,982 50.2%

172,210
48.5%

157,430
47.6%

145,698

28.8%
114,070

31.0%
120,141 33.7%

126,591 37.8%
136,214 40.9%

140,185 42.6%
138,173 43.8%

134,235

395,460 387,533
375,594

360,754
342,932

324,500
306,409

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

令和5年 令和10年令和15年令和20年令和25年令和30年令和35年

(2023年) (2028年) (2033年) (2038年) (2043年) (2048年) (2053年)

（人） 年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳）

高齢人口（65歳以上）

北部

中部 中東部

中南部

東部

南西部

南部

北部

中部 中東部

中南部
東部

南西部

南部

北部

中部 中東部

中南部

東部

南西部

南部

北部

中部 中東部

中南部

東部

南西部

南部
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出典：パーソントリップ調査（H2，H12,H22,R3）
出典：パーソントリップ調査（H22,R3）

総トリップ数【枚方市】

✓本市からの移動の需要である総トリップ数が減少傾向
✓年齢別の１人あたりの１日平均トリップ数は20代～30代が顕著に減少
✓コロナ禍によるリモート授業やテレワーク拡大による影響が考えられる

20代～30代は顕著に減少

分類② 【交通需要動向】

年代別平均トリップ数（H22とR3比較 ）

全世代において移動量が減少

13.0

40.4

14.7

12.2

25.3

13.0

6.2

6.7

6.2

68.6

27.5

66.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中小企業
(n=3068)

大企業
(n=178)

全体
(N=3068)

導入し、定着している 導入しているが定借していない 導入を検討中 導入する予定はない

64.8

51.5

56.8

5.6

11.6

9.8

0.6

1.9

2.2

0.4

1.4

1.0

0.3

1.0

0.5

0.4

3.4

4.8

3.7

21.7

23.7

22.7

3.2

3.6

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染拡大前

現在

収束後

通
勤
通
学

ほぼ毎日 2-3日に1度 週に1回程度 月に2-3回程度 月に1回程度 年に数回程度 ほとんどない 全くやっていない 無回答

外出頻度の変化（枚方市）

出典：パーソントリップ調査（R3）
※現在：令和３年10月現在。収束後：令和３年10月時点の収束後の見込み

毎日通勤する方が減少

出典： ２０２２年度大阪府内企業経営実態調査

コロナ禍による生活様式の変化

テレワークの導入・定着状況（大阪府内）

※トリップ：人がある目的をもって「ある地点」から「ある地点」へ移動する単位。移動の目的が変わるごとに 1 つのトリップと計上。



13「クルマを気軽に利用できない人」が4割。その内、家族等による送迎を2割程度が利用

分類② 【交通需要動向】

車の利用

出典：「枚方市総合交通計画改定に関する市民アンケート調査結果（参考資料1）」より

【定 義】
〇クルマを気軽に利用できる人
・世帯にクルマがあり日常的に運転している人

○クルマを気軽に利用できない人
（次のいずれかに該当する人）
・自動車運転免許証をもっていない
・自動車運転免許証はあるが、日常的に運転しない
・世帯にクルマがない

クルマを気軽に利
用できない人
40.8%

クルマを気軽に利
用できる人
59.2%

「食料品・日用品の買い物」のための外出手段（複数回答）

「趣味・食事・娯楽（映画・レジャー等）、コミュニティ活動」のための外出手段（複数回答）

出典：市民アンケート調査

73%

13%

26%

13%

1%

6%

21%

15%

0%

0%

4%

18%

51%

29%

2%

4%

36%

25%

1%

1%
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自家用車（自分で運転）

自家用車（家族等による送迎）
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バイク

自転車

徒歩のみ

施設の送迎車両

その他
クルマを気軽に利用できる クルマを気軽に利用できない

84%

9%

7%

5%

0%

7%

27%

22%

0%

0%

5%

23%

19%

18%

2%

6%

46%

44%

0%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族等による送迎）

鉄道

バス

タクシー

バイク

自転車

徒歩のみ

施設の送迎車両

その他
クルマを気軽に利用できる クルマを気軽に利用できない

約２割は家族等の送迎を利用

約２割は家族等の送迎を利用

✓市民アンケートより、クルマを気軽に利用できない人が約４割程度いる。
✓クルマを気軽に移動できない人の主な移動手段は自転車・徒歩だが、
家族等による送迎も２割程度利用している。

回答者：1,395票

回答者：1,395票

回答者：1,395票 出典：「枚方市総合交通計画改定に関する市民アンケート調査結果（参考資料1）」より



西部１区

西部2区

西部3区

東部１区

東部2区

東部3区

東部4区

東部5区

東部6区

東部7区

東部8区

西部4区

20.1%

11.9%

17.4%

12.7%

20.4%

12.3%

9.7%

16.7%

24.5%

10.7%

13.6%

23.9%

4.2%

3.4%

1.6%

2.8%

2.5%

4.7%

6.2%

2.1%

5.4%

2.2%

3.9%

0.8%

26.0%

32.4%

26.0%

33.1%

25.3%

39.5%

48.3%

40.4%

22.5%

46.5%

30.9%

22.7%

5.1%

6.0%

4.0%

5.1%

3.6%

7.7%

5.3%

6.2%

6.2%

10.1%

8.8%

6.0%

13.6%

21.7%

20.3%

21.7%

20.4%

12.1%

11.6%

15.7%

13.4%

13.0%

12.6%

17.0%

30.7%

24.1%

30.1%

24.3%

27.2%

23.2%

18.3%

18.4%

27.6%

17.3%

30.2%

29.5%

0.2%

0.5%
0.6%

0.2%

0.3%

0.3%

0.0%
0.5%

0.2%

0.2%

0.1%

0.1%

0.1%

0.2%

0.2%

0.7%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部1区

東部2区

東部3区

東部4区

東部5区

東部6区

東部7区

東部8区

西部1区

西部2区

西部3区

西部4区

鉄道 バス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒歩 その他 不明
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✓交通手段の分担率では、平成22年と比較して、自動車の分担率が増加し、
鉄道、バス、自転車の分担率が減少している。コロナ禍による公共交通か
ら自動車への転換が生じていると推測される

✓地域別では、枚方市東部地域や香里ケ丘地域の自動車の分担率が他地域
より高く、京阪沿線では鉄道の分担率が高くなっている

東部地域や香里ヶ丘地域は自動車分担率、京阪沿線は鉄道分担率が高い

分類② 【交通需要動向】

西部１区

西部2区

西部3区

東部１区

東部2区東部3区

東部4区

東部5区

東部6区

東部7区

東部8区

西部4区

17.4%

18.2%

3.4%

3.8%

30.9%

28.8%

6.2%

6.4%

15.8%

17.1%

25.8%

25.5%

0.3%

0.2%

0.1%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

H22

１．鉄道 ２．バス ３．自動車 ４．自動二輪・原付 ５．自転車 ６．徒歩 ７．その他 ８．不明

自動車の分担率増加

地域別交通機関分担率

交通機関分担率の変化【枚方市】 出典：パーソントリップ調査（R3）

パーソントリップ調査における区分図

地域別交通機関分担率（自動車）

凡 例

～25％

交通機関分担率（自動車）

25％～30％

30％～35％

35％～40％

40％～45％

45％～

1,394,150トリップ

1,543,385トリップ
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人口カバー率 公共交通不便地域

✓公共交通による人口カバー率は79.2%となっており、人口40万人超～
70万人以下の都市の平均値（人口カバー率：約62.3％）※１に比較して
高い状況 ※１ 出典：都市モニタリングシート（H30より）

分類② 【交通需要動向】

公共交通が充実しており、利便性が高い
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✓全国の運転免許証返納件数は令和元年をピークに減少の傾向を示して
おり、コロナ禍により自動車による移動へのニーズが高まったことが要
因として推測される。（市内における免許返納状況も同様の傾向）

✓交通事故件数について、令和2年にコロナ禍による外出機会の減少によ
り大きく減っている。全体としては減少傾向。

免許返納件数は減少傾向。交通事故件数は減少傾向であるが、高齢者の事故割合は増加傾向

分類③ 【交通環境変化】

1,856

1,5681,6011,582
1,5001,340

1,188

980 1,080 1,088

28%

31%
29% 30%

31% 33%
35%

36%
35% 36%

23%
25% 26% 26% 27% 28% 28%

28% 29% 29%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

400

800

1,200

1,600

2,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

（件）

交通事故総数 高齢者事故の割合 高齢者人口の割合

運転免許証返納件数の推移 交通事故の状況（市内）

事故件数,高齢者事故の割合の出典：大阪の交通白書
高齢者人口の出典：枚方市統計書

交通事故件数は減少傾向

出典：運転免許統計

137,937

208,414

285,514
345,313

423,800421,190

601,022

552,381
517,040

448,476

0.9%
1.2%

1.6%
1.9%

2.2% 2.2%

3.1%
2.8% 2.6%

2.2%

-1.0%

1.0%

3.0%

5.0%

7.0%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

(件)

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳
80～84歳 85歳以上 65歳以上返納率

免許返納件数は減少傾向

全 国

枚方市

出典：大阪府警察本部集計値（枚方警察署）

免許返納件数は減少傾向
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分類③ 【交通環境変化】

✓鉄道・バスの利用者はコロナ禍の影響から回復の傾向だが、平成22年
と比較すると７割～９割程度にとどまっている。

✓タクシーの利用者もコロナ禍の影響により落ち込んだが、回復傾向。

京阪電鉄 現在の利用状況としては、コロナ前と比べて全体で85%～90%ほど戻ってきている。

JR西日本
全社の利用状況はコロナ前の９割前後まで回復しているものの、これ以上は戻らない見込み。
枚方市域３駅はコロナ前の８５％前後である。

京阪バス コロナ前と比べて平日は9割程度までご利用が戻ってきている。

大阪タクシー協会 河北圏の利用状況は、コロナ禍前より9割近くまで戻ってきている。

コロナ禍後の移動の変化により公共交通利用者が減少

令和３年度 平均乗降客数

路線バス

出典：枚方市統計書

鉄 道

平成22年に対する乗降客数の増減率 平成22年に対する乗降客数の増減率

令和３年度 平均乗降客数

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

香里園 光善寺 枚方市 牧野 樟葉 長尾

49,605

18,52615,660

75,026

11,366
18,842

49,851

5,411 4,090 5,010
9,742

5,440

18,814

0

20,000

40,000

60,000

80,000

香里園 光善寺 枚方公園 枚方市 御殿山 牧野 樟葉 宮之阪 星ケ丘 村野 津田 藤阪 長尾

京阪電鉄 JR

（人/日）

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

枚方市駅 枚方公園駅前 京阪香里園 枚方公園口

京阪牧野駅前 樟葉駅 長尾駅

29,788

2,008

9,027

659 366

14,739

2,860

0

10,000

20,000

30,000

枚方市駅 枚方公園駅前 京阪香里園 枚方公園口 京阪牧野駅前 樟葉駅 長尾駅

（人/日）

出典：枚方市統計書

タクシー

102,842,338
99,514,557

92,818,813

56,977,699
59,082,634

72,170,486

0

20,000,000

40,000,000

60,000,000

80,000,000

100,000,000

120,000,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5

（人）

大阪府下の輸送人員

出典：第１回大阪府・大阪市ライドシェア有識者会議
一般社団法人大阪タクシー協会説明資料より抜粋
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20歳-24歳

25歳-29歳

30歳-34歳

35歳-39歳

40歳-44歳

45歳-49歳

50歳-54歳

55歳-59歳
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（人）

平成29年 令和４年
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✓運転手不足により、京阪バス沿線市では寝屋川市や門真市、守口市にお
いて、一部の路線バスの廃止が行われるなど都市部にも波及している

✓大阪府内における免許保有状況について、平成29年と令和４年を比較
し、一部保有者数が増加している年齢層もあるが、全体として、保有総
数が減少している。

路線バスの廃止 大型２種免許の保有者数（大阪府）

バス運転者数（2030年試算） （全国）

出典：日本バス協会 資料

出典：運転免許統計

大型２種免許の保有
者が約１割減少

運転手不足により都市部においても路線バス廃止が頻発化

分類③ 【交通環境変化】

事業者へのヒアリング

バス事業の人手不
足は、2024年問題
も加わり一層深刻化

寝屋川市（京阪バス）路線バスの
一部廃止（2024年4月）

 廃止する路線の概要
市が京阪バスに赤字補填を
することにより成り立ってき
た4路線

 代替え輸送手段
市が10人乗りワゴン車両を

7台購入して運送事業者とな
り、従来の路線、便数、運賃設
定を維持

 予算額
約313百万円（～令和７年度）

門真市（京阪バス）
路線バスの一部廃止
（2023年12月）

吹田市（阪急バス・京阪バス）
路線バスの一部廃止
（2023年12月）

富田林市・太子町・ 河南町・
千早赤阪村（金剛バス）
路線バスの廃止 （2023年12月）

出典：阪急バスホームページ、京阪バスホームページ、
金剛バスホームページ

守口市（京阪バス）
路線バスの一部廃止
（2023年12月）

大阪市・豊中市
（阪急バス）
路線バスの一部廃止
（2023年11月）

京阪バス
運転士不足が深刻化しているうえに、2024年４月の労働基準見直しへの
対応も必要なことから、厳しい運転士不足の状況が続くと考えられる。

大阪タクシー協会
コロナの影響で運転手が2割ほど減っている。運転手不足で稼働率も
60％ほどに下がっていたが、最近では、運転手不足は改善傾向。
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AIオンデマンド交通

✓大阪府内においても、AIオンデマンドや自動運転実証実験などの新技
術を用いた取り組みが進められている

大阪市での従来の定時定路線型のバスではなく、利用者の予約
に対しAIによる最適な運行ルート、配車をリアルタイムに行う乗
合輸送サービスの社会実験の実施。
300メートルメッシュ毎になるよう乗降場所を新たに設置し、定
時運行や定まった運行ルートではなく、利用者が指定した日時
や乗降場所間を運行。

出典：大阪メトロホームページ

自動運転

河内長野市において、ゴルフカート型の自動運転車両による
自動運転実証実験を実施。
道路に埋め込まれたRFIDタグによって、減速、加速、停止、ウ
インカーをRFIDにより管理し自動化。
運行経路には電磁誘導線を整備。

出典：河内長野市ホームページ

デジタル技術の進化（DX）

分類③ 【交通環境変化】



至 名古屋

広域道路ネットワーク形成に寄与する都市計画道路事業が多方面で実施中 20

✓新名神高速道路をはじめとする複数の都市計画道路
の整備が進められている分類④ 【道路環境整備・まちづくり】

都市計画道路の整備

令和5年度末供用開始予定

＜凡 例＞

都市計画道路 （事業中）

都市計画道路 （整備済み）

自動車専用道路 （事業中）

都市計画道路 （計画）

自動車専用道路 （整備済み）

至 神戸

令和5年度末
供用開始予定

八幡京田辺
JCT・IC

城陽JCT・IC

至 京都



21

✓都市拠点周辺等で複数の市街地開発事業等によるま
ちづくりが進行中

都市拠点周辺等で複数の市街地開発事業等によるまちづくりが進行中

分類④ 【道路環境整備・まちづくり】

至 名古屋

至 神戸

八幡京田辺
JCT・IC

城陽JCT・IC

《枚方市駅周辺再整備事業 対象区域約13ha 》
枚方市駅周辺地区第一種市街地再開発事業

用途：店舗、住宅、事務所、ホテル、住宅
面積：約2.9ha
予定：事業期間 令和元年度から令和７年度まで

《光善寺駅西地区第一種市街地再開発事業》
用途：商業、駐輪場、共同住宅
面積：約1.4ha
予定：事業期間 令和元年度から令和10年度まで
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✓駅前の歩行者通行量が多い府道枚方高槻線や府道
交野久御山線の歩道設置率が低い

歩道の整備

歩行空間が不十分な幹線道路が存在

分類④ 【道路環境整備・まちづくり】

歩道設置率（単位：％）

※自動車を除く

80％以上

60～80％

40～60％

20～40％

20％未満
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✓インフラ施設の老朽化への対応

道路や橋梁などインフラ施設の老朽化が進行

分類④ 【道路環境整備・まちづくり】

インフラ施設の老朽化

出典：枚方市橋梁長寿命化修繕計画（令和３年２月）

○市内橋梁においては、1960年代の架
設橋梁が多くを占めるなど、今後老朽
化に対する対応が必要。

○橋梁においては、「枚方市橋梁長寿命
化計画」に基づき、 「Ⅲ判定」で修繕を
実施するなど、費用対効果等を検討し
た上で、計画的な維持管理を行ってい
る。

○今後、道路や橋梁などインフラ施設の
老朽化が進行する中、計画的な維持管
理が必要となる。
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✓混雑度（道路の交通容量に対する交通量）は全体的に緩
和傾向だが、主要バス路線において枚方茨木線など一部
のバス路線においては、依然として混雑度が高い

✓朝夕の混雑時速度は20㎞/hの区間が多い

道路の混雑度

主要バス路線の一部区間などで朝夕に交通渋滞が発生

分類④ 【道路環境整備・まちづくり】

平成27(2015)年

令和3(2021)年

混雑時速度

令和3(2021)年

主要な公共交通

鉄道

主要なバス路線

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所

混雑時速度（朝夕）

20Km/h未満

20Km/h ～ 30Km/h未満

30Km/h ～ 40Km/h未満

40Km/h以上

混雑度の出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

混雑時速度の出典：全国道路・街路交通情勢調査（R3）

京都守口線や国道1号
などにおいて混雑緩和

朝夕において
・枚方交野寝屋川線
・杉田口禁野線
・枚方茨木線
などで渋滞発生



28%

24%

22%

30%

17%

12%

52%

39%

36%

43%

42%

40%

11%

12%

21%

24%

24%

26%

2%

3%

3%

4%

7%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

20代以下
N=46

30代～50代
N=833

60代以上
N=521

28%

20%

19%

12%

51%

29%

38%

44%

19%

13%

21%

29%

0%

4%

8%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

週に

1～5日以上
N=581

月に

数回程度以下
N=775
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鉄道の利用頻度を上げるために必要な取組（頻度別）

✓利用頻度別、年代別にみても、「運行ダイヤや運賃等サービス水準の維
持」「アクセス性の向上」を求める声が多い

鉄道の利用頻度を上げるために必要な取組（年齢別）

分類⑤ 【市民ニーズ】

鉄道駅までのアクセス性の向上・運行ダイヤや運賃等サービス水準の維持に関する声が多い

市民アンケート（鉄道について）

28%

20%

19%

12%

51%

29%

38%

44%

19%

13%

21%

29%

0%

4%

8%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

週に

1～5日以上…

月に

数回程度以下…

駅での電車の乗換がしやすくなる 電車の中がもっと快適になる

運行ダイヤや運賃等のサービス水準の維持または向上 自宅から駅、駅から目的地まで行きやすくなる

駅構内および駅周辺のバリアフリーが進む 現状で満足

利用する必要がないから今後も利用しない その他
出典：「枚方市総合交通計画改定に関する市民アンケート調査結果（参考資料1）」より
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12%

19%
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週に1～5日以上
N=277

月に数回程度以下
N=721
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バスの利用頻度を上げるために必要な取組み（頻度別）

✓利用頻度別にみると、共通して「サービス水準の維持または向上」を求める
声が多い。特に、利用頻度の高い人においては、「時間通りの運行」や「利用
環境改善」を求める声が多い。

✓年代別にみると、若い世代において「時間通りの運行」を求める声が多く、
高齢者においては「利用環境改善」を求める声が多い。

バスの利用頻度を上げるために必要な取組み（年齢別）

サービス水準の維持・向上、バス停の利用環境改善、定時性の確保に関する声が多い

分類⑤ 【市民ニーズ】

市民アンケート（バスについて）
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

週に1～5日以…

月に数回程度…

バスの利用案内が充実する（運行ルートなどの情報提供） バス停で待ちやすくなる バスの中がもっと快適になる
時間通りの運行 運行ダイヤや運賃等のサービス水準の維持または向上 バスと鉄道との乗り継ぎが便利になる
路線の充実等で目的地まで行きやすくなる 自宅からバス停まで行きやすくなる 現状で満足
利用する必要がないから今後も利用しない バス停が近くにないので利用したくても利用できない その他

出典：「枚方市総合交通計画改定に関する市民アンケート調査結果（参考資料1）」より
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誰もがおでかけしたくなる交通環境を実現するた
めに、必要だと思う取組みは何ですか。（複数選択）

分類⑤ 【市民ニーズ】

市民アンケート（交通環境の実現）

公共交通利用サービスの向上、都市基盤整備（渋滞解消など）、歩きやすく賑わいあふ
れる環境整備、自転車利用環境の向上、バリアフリーなどを求める声が多い。

回答数（件）

アンケート調査（ひらかた高齢者保健福祉計画21（第9期）の策定に向けて）

対象者：令和４年９月30日時点で、介護保険の第１号被保険者（65歳以上）
であり、要介護認定を受けていない市内在住者 1,300名（要支援認
定者は対象） 有効回答者数926件

Q．外出を控える理由（複数選択）

✓公共交通利用サービスの向上、都市基盤整備（渋滞解消など）、安全・快適
な歩行空間の確保、バリアフリー、自転車利用環境の向上を求める声

✓外出を控える主な理由として「足腰などの痛み」や「外出の楽しみがない」。
歩きやすく賑わいあふれる環境整備やバリアフリーなどの推進が必要。

Q．主な移動手段

出典：「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 結果報告書（枚方市令和５年(2023年)３月） 」より抜粋

徒歩徒歩徒歩徒歩

n=926件n=316件

出典：「枚方市総合交通計画改定に関する市民アンケート調査結果（参考資料1）」より



②現状の整理－まとめ－
分 類 現 状

高齢者の割合が増加傾向。若者・夫婦世帯が継続的に転入超過

今後更なる人口減少、高齢化が進むと予測される

全世代において移動量が減少

「クルマを気軽に利用できない人」が4割。その内、家族等による送迎を2割程度が利用

東部地域や香里ヶ丘地域は自動車分担率、京阪沿線は鉄道分担率が高い

公共交通が充実しており、利便性が高い

免許返納件数は減少傾向。交通事故件数は減少傾向であるが、高齢者の事故割合は増加傾向

コロナ禍後の移動の変化により公共交通利用者が減少

運転手不足により都市部においても路線バス廃止が頻発化

デジタル技術の進化（DX）

広域道路ネットワーク形成に寄与する都市計画道路事業が多方面で実施中

都市拠点周辺等で複数の市街地開発事業等によるまちづくりが進行中

道路や橋梁などインフラ施設の老朽化が進行

歩行空間が不十分な幹線道路が存在

主要バス路線の一部区間などで朝夕に交通渋滞が発生

鉄道駅までのアクセス性向上・運行ダイヤや運賃等サービス水準の維持

バスのサービス水準の維持・向上、バス停の利用環境改善、定時性の確保

安全・快適な歩行空間の確保、バリアフリー

自転車の利用環境向上（駐車場・利用マナー等）

分類①
【人口動向】

分類②
【交通需要動向】

分類③
【交通環境変化】

分類④
【道路環境整備・
まちづくり】

分類⑤
【市民ニーズ】
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２．（２） 枚方市総合交通計画の改定について
① 将来像
② 現状の整理
③ 課題・基本方針・理念
④ 骨格体系図



③課題・基本方針・理念
現状把握の結果から抽出される課題（将来像とのギャップ）

30

課題整理

公共交通サービス水準の維持・向
上

• 運転手不足が原因によるバス路線の
廃止が懸念される中、公共交通サー
ビス水準の維持・向上が必要。

多様な移動手段を持続的に確保
• 高齢者だけでなく、若者・夫婦世代が
地域特性を踏まえ、快適に移動でき
るよう多様な移動手段の確保が必要。

交通渋滞の解消
• 主要バス路線の一部などで特に朝夕
に発生する交通混雑の解消が必要

公共交通環境整備
• 鉄道駅・バス停までのアクセス性、利
用環境の改善等が必要

拠点へのアクセス性の向上
• 拠点のにぎわいづくりを支える交通
環境の整備

都市拠点での賑わいづくり
• 移動量減少を背景とした、都市拠点
でのにぎわいづくり

都市間・地域間の交流強化
• 広域道路ネットワークや道路空間等
を活用した、都市間・地域間の交流強
化

環境負荷の低減
• 技術革新の進展に併せた、更なる環
境負荷の低減に向けた取り組みが必
要

都市防災を支える交通の整備
• 災害時、緊急支援を実施するために
必要な道路ネットワークの整備

安全で安心な交通環境の整備
• 渋滞解消やインフラ老朽化、歩道がな
い箇所など移動の快適性を改善する
ための交通環境整備が必要

交通事故の抑制
• 高齢者事故割合が増加していること
から、引き続き交通事故抑制にむけ
た取り組みが必要

将来像

【快
適
】を
支
え
る
交
通

【賑
わ
い
・活
力
】を
支
え
る
交
通

【安
心
・安
全
・グ
リ
ー
ン
な
】交
通

現 状

高齢者の割合が増加傾向。若者・夫婦世帯が継続的に転入超過

今後更なる人口減少、高齢化が進むと予測される

全世代において移動量が減少

「クルマを気軽に利用できない人」が4割。その内、家族等による送迎を2割
程度が利用

東部地域や香里ヶ丘地域は自動車分担率、京阪沿線は鉄道分担率が高い

公共交通が充実しており、利便性が高い

免許返納件数は減少傾向。交通事故件数は減少傾向であるが、高齢者の事
故割合は増加傾向

コロナ禍後の移動の変化により公共交通利用者が減少

運転手不足により都市部においても路線バス廃止が頻発化

デジタル技術の進化（DX）

広域道路ネットワーク形成に寄与する都市計画道路事業が多方面で実施中

都市拠点周辺等で複数の市街地開発事業等によるまちづくりが進行中

道路や橋梁などインフラ施設の老朽化が進行

歩行空間が不十分な幹線道路が存在

主要バス路線の一部区間などで朝夕に交通渋滞が発生

鉄道駅までのアクセス性向上・運行ダイヤや運賃等サービス水準の維持

バスのサービス水準の維持・向上、バス停の利用環境改善、定時性の確保

安全・快適な歩行空間の確保、バリアフリー

自転車の利用環境向上（駐車場・利用マナー等）



③課題・基本方針・理念

ひと・企業・行政 みんながつながり 支え合う交通で 未来のまちをつくる

理念

31

主な課題

快
適

公共交通サービス水準の維持・向上

多様な移動手段を持続的に確保

交通渋滞の解消

公共交通環境整備

賑
わ
い
・活
力

拠点へのアクセス性の向上

都市拠点での賑わいづくり

都市間・地域間の交流強化

安
心
・安
全
・グ
リ
ー
ン

環境負荷の低減

都市防災を支える交通の整備

安全で安心な交通環境の整備

交通事故の抑制

基本方針１

誰もが快適で利用しやすい交通

基本方針2

まちの賑わいと都市の活力を支える交通

基本方針3

都市の安全・安心を支える環境と調和した交通

基本方針
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２．（２） 枚方市総合交通計画の改定について
① 将来像
② 現状の整理
③ 課題・基本方針・理念
④ 骨格体系図



④骨格体系図
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枚方の安全・安心と元気を支える誰もが外出しやすく持続可能でグリーンな交通

ひと・企業・行政 みんながつながり
支え合う交通で 未来のまちをつくる

目指す将来像

地域特性に応じて多様な移動手段を選択・組み合わせて快適に移動できる交通環境の整備に取り組む

地域区分 将来像

都市拠点 賑わい・活力ある拠点の形成を支える交通環境の形成

生活交流軸 快適・便利に都市拠点間や生活圏域から移動できる交通環境の形成

生活圏域 拠点にアクセスしやすい交通環境の形成

理念

交通の現状 基本方針主な課題

快
適

公共交通サービス水準の維持・向上

多様な移動手段を持続的に確保

交通渋滞の解消

公共交通環境整備

賑
わ
い
・活
力

拠点へのアクセス性の向上

都市拠点での賑わいづくり

都市間・地域間の交流強化

安
心
・安
全
・グ
リ
ー
ン

環境負荷の低減

都市防災を支える交通の整備

安全で安心な交通環境の整備

交通事故の抑制

誰もが快適で利用しやすい交通

基本方針2

まちの賑わいと都市の活力を支える交
通

基本方針3

都市の安全・安心を支える環境と調和し
た交通

基本方針１高齢者の割合が増加傾向。若者・夫婦世帯が継続的に転入超過

今後更なる人口減少、高齢化が進むと予測される

全世代において移動量が減少

「クルマを気軽に利用できない人」が4割。その内、家族等による送迎を2割程度が利用

東部地域や香里ヶ丘地域は自動車分担率、京阪沿線は鉄道分担率が高い

公共交通が充実しており、利便性が高い

免許返納件数は減少傾向。また、交通事故件数は減少傾向

コロナ禍後の移動の変化により公共交通利用者が減少

運転手不足により都市部においても路線バス廃止が頻発化

デジタル技術の進化（DX）

広域道路ネットワーク形成に寄与する都市計画道路事業が多方面で実施中

都市拠点周辺等で複数の市街地開発事業等によるまちづくりが進行中

道路や橋梁などインフラ施設の老朽化が進行

歩行空間が不十分な幹線道路が存在

主要バス路線の一部区間などで朝夕に交通渋滞が発生

鉄道駅までのアクセス性向上・運行ダイヤや運賃等サービス水準の維持

バスのサービス水準の維持・向上、バス停の利用環境改善、定時性の確保

安全・快適な歩行空間の確保、バリアフリー

自転車の利用環境向上（駐車場・利用マナー等）

動
向

人
口

交
通
需
要
動
向

交
通
環
境
の
変
化

市
民
ニ
ー
ズ

ま

ち

づ

く

り

道

路

環

境

整

備


